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1.今,注目されるキーワード
・『 レジリエンスと脆弱性』
・『 異常時・緊急時と平時』
・『 需要と供給』
の関係性

(補足)
これまで,視点が限定されていたことへの反省と2100年の需
要激変下に前に進む建設的認識がではじめている.





３.各種研究の枠組で議論可能と思われる論題
1.需要・供給の関係性の詳細
エネルギーシステムの規模別場合分け
が昨今求められる視点

2. 『異常時・緊急時 』含む経済性の考慮
特に経済性議論での供給・販売・処理含む,循環社
会視点・意味を十全に考慮する経済性*

*“発電”あるいは“エネルギー製造“のみではない総合的コスト評価の重要



３.各種研究の枠組で議論可能と思われる論題(続)
3.『異常時・緊急時 』議論切り出しの必要
・経済性以外にも,導入シナリオ等において議論必要
・『 防災』『予防的準備 』のみではない戦略的な視
点の必要は,隠された不経済伴う.「見える化」が課題.

…“事例”と“抽象議論”の重ね合わせが指し示す方
向性でもある.


